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Ｓ
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Ｏ
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Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
と
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
五
原
則
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

政
府
は
国
連
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
を
紛
争
終
了
後
の
事
例
と
し
て
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
第
三

条
第
一
号
ロ
に
当
た
る
と
し
て
き
た
が
、
こ
れ
は
当
初
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
が
現
南
ス
ー
ダ
ン
と
ス
ー
ダ
ン
の
間
の
紛
争
の
終
了

に
伴
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
主
任
務
は
、
当
初
か
ら
大
き

く
変
わ
っ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
安
全
保
障
理
事
会
の
決
議
第
二
三
〇
四
号
で
は
、
主
文
一
に
お
い
て
全
て
の
当
事

者
が
戦
闘
を
停
止
し
、
停
戦
合
意
を
遵
守
す
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
以
前
に
出
さ
れ
た
決
議
第
二
二
五
二
号

で
も
、
マ
ン
デ
ー
ト
や
業
務
に
停
戦
な
い
し
停
戦
監
視
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
任
務
に
停

戦
監
視
業
務
に
よ
る
南
ス
ー
ダ
ン
内
部
で
の
内
戦
の
抑
止
が
想
定
さ
れ
て
い
る
以
上
、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
は
同
条
第
一
号
イ
に

い
う
紛
争
の
停
止
及
び
維
持
の
合
意
が
あ
る
事
例
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
。
当
た
ら
な
い
と
す
る
場
合
は
、
そ
の
理
由
を

具
体
的
に
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

二

安
全
保
障
理
事
会
の
決
議
第
二
二
五
二
号
は
前
文
二
十
五
番
目
に
お
い
て
、
ス
ー
ダ
ン
人
民
解
放
軍
（
Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ａ
）
に
よ

る
国
連
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
撃
墜
や
国
連
職
員
の
誘
拐
、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
キ
ャ
ン
プ
襲
撃
、
反
政
府
勢
力
に
よ
る
Ｕ
Ｎ
Ｍ

Ｉ
Ｓ
Ｓ
隊
員
の
拘
束
そ
の
他
、
政
府
や
そ
の
他
武
装
集
団
に
よ
る
国
連
職
員
・
施
設
へ
の
攻
撃
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
政

一



府
と
し
て
も
こ
う
し
た
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
か
。

三

前
項
の
通
り
、
安
全
保
障
理
事
会
は
Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ａ
や
政
府
に
よ
る
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
へ
の
攻
撃
や
、
国
連
職
員
・
施
設
へ
の
攻

撃
を
明
確
に
認
定
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
五
原
則
に
い
う
「
受
入
れ
同
意
」
は
、
こ
の
よ
う
に
Ｐ
Ｋ
Ｏ
受
入
れ
に
つ
い
て

の
同
意
主
体
に
よ
る
Ｐ
Ｋ
Ｏ
部
隊
や
国
連
職
員
・
施
設
へ
の
攻
撃
が
あ
っ
て
も
満
た
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
か
。

四

実
際
に
は
、
安
全
保
障
理
事
会
認
定
の
Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ａ
や
政
府
に
よ
る
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
へ
の
攻
撃
や
、
国
連
職
員
・
施
設
へ
の

攻
撃
の
存
在
に
も
関
わ
ら
ず
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
五
原
則
の
一
つ
「
受
入
れ
同
意
」
が
満
た
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
て
自
衛
隊
の

派
遣
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
判
断
に
至
っ
た
理
由
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


